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　 目　次* 本文で使われている用語* 活動や留意点* 数学教育の観点から























































































































































































































































4. 1  アメリカのカリキュラム（CCSS）

























































































































































































































































中学校卒業程度 Ⅰ A B Ⅱ
H22大 1 1 1 1
H23大 1 1 1
H24大 1 1 1
H25大 1 1 1
H26大 1 1 1 1
H22神 1 1 1 1
H23神 1 1 1 1 1 1 1
H24神 1 1 1 1 2 1
H25神 1 2 1 1 2






































































































































5. 2  「数学力」の育成について
数学の基礎知識のうち、算数教育に関する指導用語は、必ずしも高校までに習っていないと考えられ
る。これらは、大学のカリキュラムの中で活動を通して理解させる必要がある。日頃意識しないで使っ
ている言葉について、敢えて指導用語を用いて理解することに抵抗のある学生もいるが、その用語があ
るからこそ説明が付きやすいことを理解させる必要がある。
例えば、数詞について、その読み方をこれまで意識してこなかった学生が、数の唱え方に和語系数詞「ひ
と、ふた、み、…」と漢語系数詞「いち、に、さん、…」があることに驚くことがある。実際、数唱に
当たってこの二つの読み方は小学校に入るまで混乱している子どももいるし、それを保育者自身が認識
していないことさえある。子どもの数詞の理解については、成田17）らが、藤井18）の論文を基に、幼稚園
の年中と年長の子どもに対して調査をし、４と７については、漢語系数詞と和語系数詞を用いる子ども
に分かれるが、それ以外の数は漢語系数詞を用いて数えていることを明らかにしている。実際、助数詞
（人、個、本、など）を付けてものの数を数えるときやカウントダウンするときに和語系と漢語系が混用
されることが多い。子どもは生活を通してこれらの読み方を獲得していると思われるが、保育者は和語系、
漢語系という言葉を知っていることにより、幼児期における読み方について配慮することができる。
また、大学における数学の内容については、小学校との接続を円滑にする意味で学ばなければならな
いという説明の仕方もあるが、それとともに、幼稚園での活動状況や掲示物などを見せて、「そこに数
学がある」ということを納得させ、「その数学」を学ぶ必要性を理解させなければならない。この教材
開発が重要である。
一方、環境を構成する力については、表11の具体的内容に示したとおり、該当の知識や技能が必要
となる。数学的環境をつくるという意味で大切にしたいことは、原体験として保育者自身が数学の内容
を理解し知識を身に付ける過程で、いい問題や課題に出会い、解決のプロセスのよさを味わう経験を持
つことである。その意味で、「保育者が身に付けるべき数学の基礎知識」に示した内容に拘る必要はない。
数学的探究活動ができるゲームなどの新たな題材に取り組ませることも可能であろう。また、遊びや生
活の中に数学的意味を理解させる指導も重要であり、遊びそのものを教材にすることも考えられる。数
学嫌いが多く見られる学生に数学的探究活動の面白さを味わわせ数学に対する抵抗感を除去することが
必要である。さらに、活動を豊かにする言葉がけについては、実際の幼児の活動場面を通して数学的な
要素を見出したり、新たな数学的な要素を含んだ活動を考えさせたりする授業構成が求められる。
６．今後の課題
本吉19）は、保育者が「こままわし」の中で適切な発問（かかわり）を通して、子どもたちが時間や
時刻を学ぶという数学的な活動を紹介している。その流れは、長く回せる→ここからどのくらいまで→
たくさん回せる→いっぱい回せる→箱の中のこまをいっぱい回せる→時間がいっぱい回せる→何分ぐら
い回せる→時間を数える（秒針をみながら、60秒、80秒、…）である。日常の「こままわし」という
一コマから時計の針をもとに数を数える活動が自然に生まれている。「長い」という言葉の持つ意味が、
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会話の中で自然に共有されていく過程が興味深い。
ベテランの保育者とは、このように機に応じて子どもの学びを意識的に組織化するなどして学ぶ環境
を構成していくものである。園児の活動は、いつも数学的なものばかりではない。しかし、保育者が環
境をうまく構成し、適切な支援によって活動が深まり、数学的な経験を数多く積ませることができる。
そのためには、数学の基礎知識に裏付けられた「環境を構成する力」の育成が重要である。
今後は、保育者を目指す学生に「数学力」を身に付けさせるための教材開発に取り組み、具体のテキ
スト作成に取り組んでいきたい。
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